
表 4103　2014年中の出口部感染発症率（回/1患者・年）　現在施行中のPD歴(年)別 （PD・HD(F)等併用患者）

現在施行中のPD
歴

0 1.0～ 2.0～ 3.0～ 4.0～ 5.0～ 合計
不明

記載なし
総計 平均 標準偏差

1年未満 34 1 1 2 38 3 41 0.32 1.05
（％） (89.5) (2.6) (2.6) (5.3) (100.0)

1年～ 73 13 3 2 1 2 94 8 102 0.43 1.08
（％） (77.7) (13.8) (3.2) (2.1) (1.1) (2.1) (100.0)

2年～ 171 36 9 2 4 222 22 244 0.38 1.01
（％） (77.0) (16.2) (4.1) (0.9) (1.8) (100.0)

4年～ 167 28 9 7 3 5 219 9 228 0.51 1.26
（％） (76.3) (12.8) (4.1) (3.2) (1.4) (2.3) (100.0)

6年～ 150 13 5 2 2 2 174 8 182 0.29 0.95
（％） (86.2) (7.5) (2.9) (1.1) (1.1) (1.1) (100.0)

8年～ 86 14 3 103 9 112 0.19 0.47
（％） (83.5) (13.6) (2.9) (100.0)

10年～ 112 20 3 1 3 139 6 145 0.32 0.90
（％） (80.6) (14.4) (2.2) (0.7) (2.2) (100.0)
合計 793 125 33 14 8 16 989 65 1,054 0.37 1.02
（％） (80.2) (12.6) (3.3) (1.4) (0.8) (1.6) (100.0)

記載なし 694 694
（％）
総計 793 125 33 14 8 16 989 759 1,748 0.37 1.02
（％） (80.2) (12.6) (3.3) (1.4) (0.8) (1.6) (100.0)
平均 6.03 5.93 5.26 5.12 3.88 5.42 5.95 5.21 5.90

標準偏差 4.11 3.89 3.52 3.39 2.90 3.13 4.04 3.66 4.02

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
個々の患者の出口部感染発症率（回/1患者・年）は、1.0未満の数値が0となるため、「0」と表示しています。
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